























































































































鎚 （未詳 カスカヒ アケカスカヒ） 翠－ （アケカスカヒ）
銭…斗ヱ上乙!L± カキ） 銭是しふ目乙之主ム鎌鋭 （カキ）
鋭鎖鎖鎌（次ニ正下俗音哨 カナツカリ クサリ（ル）ツラヌク ヵ、
ル カナクサリ …… カキ コメ夕、） ……） 





































































































































































































②田島智子「物語中の扉風・障子」 『講座平安文学論究第十三輯j風間書房、 一九九八 ・十）。




⑦合田芳正 I考古学ライブラリー66 古代の鍵J（ニュー・サイエンス社、 一九九八・五）。
⑧『本居宣長全集第三巻古事記傍J（吉川弘文館、 一九O二 ・十一）。
⑨佐佐木信綱編 『校本万葉集八J（岩波書店、 一九三一 ・十二）。
⑩中田祝夫編 f古語大辞典J（小学館、 一九八三 ・十二）。
⑪『日本国語大辞典第六巻J（小学館、一九七四 ・九）。
⑫ f固殊庵雑記契沖全集第十五巻J（岩波書店、 一九七五・十二）。
⑬『筆の御霊巻之八新訂増補 故実叢書第十五J（明治図書出版、 一九五二 ・八）。




⑫本文引用は、新編日本古典文学全集 『浜松中納言物語J（小学館、 二00－ ・四）による。
⑬本文引用は、新編日本古典文学全集 I狭衣物語二j（小学館、 二00－ ・十一）による。
⑮本文引用は、新日本古典文学大系 『今昔物語集ー～五J（岩波書店、 一九九六・ 一～一九九九・七）
による。
＊討議要旨
相田満氏から、小さいことが根本に関わるという意味で、示唆に富む発表だったとし、 『延喜式j
に行政の中で鍵を管理する人がいることが見えるが、鍵をあけることの手続きを経るものと、私的な、
ちょ っとしたものとの区別をどう考えるべきかという質問がなされた。発表者は、 I落窪物語jなど
を挙げ、これは錠の位相を表すに有効な例であると考えているとし、鍵を持つ人が、中の人やその空
間を管理するという意味を持つという意味があるという考えを示した。さらに、「かけがね」をかけ
ることが空間を作るということを意味することから、物語の展開を促すものであるという見解も示し
た。江戸英雄氏からは「かけがね」は両方からあけられるものではないという指摘があり、その仕組
みを考え、さらに用例を精査していくとよいのではという意見が述べられた。
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